
プログラム 各学会にて教育講演、シンポジウム、パネルディスカッション、講習会などを予定しております。
詳細は随時各学会ホームページにアップデートしていきます。
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シンポジウム
「経カテーテル治療の実際」
⑴犬の動脈管開存症に対して経カテーテルによるコイル塞栓術について：粟津孝子（あわづ動物病院）
⑵肺動脈狭窄症における経皮的バルーン弁形成術：千村収一（千村どうぶつ病院）
⑶小動物におけるペースメーカの実際：青木卓磨（麻布大）

「上室性不整脈治療の実際」
⑴上室性不整脈疾患の診断：藤井洋子（麻布大）
⑵頻脈性不整脈の治療：福島隆治（農工大）
⑶徐脈性不整脈の治療：柴㟢　哲（関西動物ハートセンター）

認定医講習会
講座4　先天性心疾患：千村収一（千村どうぶつ病院）	 講座10　血管伸展性と動静脈系の機能：勝田新一郎（福島県立医科大）
講座5　先天性心疾患：千村収一（千村どうぶつ病院）	 講座11　循環の神経性調節：勝田新一郎（福島県立医科大）

教育講演
犬と猫の犬糸状虫症；診断・治療・予防概念：長谷川貴史（大阪府大）

症例検討会
⑴チアノーゼを呈して来院したイヌの1例：古山大亮（麻布大）
⑵一過性に重度の心機能低下を呈していた若齢猫の1例：中島ちひろ（アニマルクリニックこばやし）
⑶動脈血栓塞栓症を発症した動的左室流出路閉塞の犬の1例：森山寛大（オガタ動物病院、日獣大）

動物看護師セミナー：動物看護師のための技術シリーズ
心臓の音を聴く−聴診−：若尾義人（ヤマザキ学園大学）
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Symposium 1; Neurosurgery: IVDD
⑴Aikawa, T.,: “Principles of Intervertebral disc herniation Surgery”
⑵Chang Y.P.: “An update on surgical management”
⑶Edamura, K.: “Strategy for spinal regenerative therapy in dogs with sever spinal injury”

Symposium 2; Orthopedics: Radial and Ulnar Fractures
⑴Kim, S.Y.,: “Principles of fracture management of the radial and ulnar diaphysis”
⑵Kosanovich, A.,: “The use of free autologous omental grafts with internal plate fixation of radius and ulna fractures in toy breed dogs”
⑶Vijarnsorn, M.: “Postoperative rehabilitation for orthopedic patients”

Symposium 3; Soft Tissue Surgery: Current Topics on Soft Tissue Surgery
⑴Hosoya, K.: “Therapeutic strategy for Mast Cell Tumors”
⑵Yeh, L.S.: “Update on Skin Reconstruction Surgery”
⑶Steffey, M.: “New Frontiers in Surgical Oncology and Laparoscopic/Thoracoscopic Approaches to Cancer”

Symposium 4; Panel Discussion: Postgraduate Education on Veterinary Surgery in Asia
Chairman: Sasaki, N.(Japan)
Symposiasts: Chang Y.P.(Taiwan), Kim, S.Y.(Korea/USA), Kosanovich, A.(Hong Kong), Vijarnsorn, M.(Thailand), Yeh, L.S.(Taiwan), Steffey, M.(USA).
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整形外科専門部会
教育講演

⑴骨移植：原　康（日獣大）
⑵関節固定：川田　睦（ネオベッツVRセンター）

リフレッシャーコース
⑴骨盤骨折：櫻田　晃（さくらだ動物病院）
⑵跛行診断学：藤木　誠（鹿児島大）

シンポジウム
「難易度の高い骨折の治療」
⑴開放骨折：左近允　巌（北里大）
⑵骨幹部の高度粉砕骨折：樋口雅仁（動物整形外科病院）
⑶関節内骨折：小川純也（小川犬猫病院）

パネルディスカッション
「脳脊髄疾患の鏡視下手術」
⑴手術用顕微鏡の解説と実際：柄本浩一（えのもと動物病院）
⑵手術用顕微鏡の実際−1：北川勝人（日大）
⑶手術用顕微鏡の実際−2：宇根　智（ネオベッツVRセンター）

軟部組織外科部会
教育講演

⑴各種チューブの設置術：秋吉秀保（大阪府大）
⑵肝胆道系の外科：高木　哲（北大）

リフレッシャーコース
⑴組織球増殖性疾患：細谷謙次（北大）
⑵猫の膿胸−診断から治療まで−：髙島一昭（（公財）動物臨床医学研究所）

シンポジウム
「外科的介入は必要か？ダックスフンドに多いこの病気」
⑴	ミニチュアダックスフンドの炎症性結直腸ポリープ：	
中島 亘（（公財）日本小動物医療センター）
⑵無菌性結節性脂肪織炎とミニチュアダックスフンド：丸子理恵（ソフィア動物病院）
⑶縫合糸反応性肉芽腫：進　学之（しん動物病院）

パネルディスカッション
「会陰ヘルニアの外科−人工材料の応用−」
⑴	ポリプロピレンメッシュを用いた会陰ヘルニア修復法（メッシュ埋没閉鎖法）：
中川秀樹（中川獣医科病院）
⑵	犬の会陰ヘルニア修復術にゴアテックスメッシュは有用か？：
江原郁也（ルカ動物医療センター）
⑶	会陰ヘルニア修復術に対する新規人工材料〜焼成ナノハイ
ドロキシアパタイト複合化ポリエステルメッシュの応用〜：
角野弘幸（動物メディカルセンター）

麻酔・疼痛管理専門部会
教育講演

⑴集中治療管理に必要な知識：岡野昇三（北里大）
⑵心機能と麻酔管理：藤井洋子（麻布大）

リフレッシャーコース
⑴呼吸管理の基本の理解：山谷吉樹（日大）
⑵体液分布と輸液管理：佐野忠士（酪農大）

シンポジウム
「疼痛管理ガイドラインを受けて」
⑴	『WSAVA犬猫の疼痛管理ガイドライン』作成の流れと内容
の理解：山下和人（酪農大）
⑵周術期疼痛管理の実際①犬の疼痛管理：佐野忠士（酪農大）
⑶周術期疼痛管理の実際②ネコの疼痛管理：今井彩子（フリーランス）

パネルディスカッション
「周術期栄養管理を考える」
⑴周術期栄養管理とは？：井芹俊恵（山口大）
⑵重症患者における栄養管理の考え方：北中　卓（ロイヤルカナンジャポン）
⑶術後栄養管理：西村亮平（東大）
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獣医麻酔外科学会・日本獣医循環器学会
合同シンポジウム
「心臓腫瘍の診断と治療」
⑴疫学と病理：町田　登（農工大）
⑵症例紹介：星　克一郎（見附動物病院、日本動物高度医療センター）
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⑴麻酔導入薬と鎮静薬：山下和人（酪農大）
　提供：Meiji	Seikaファルマ株式会社
⑵周術期の麻酔管理：伊丹貴晴（北大）
　提供：DSファーマアニマルヘルス株式会社
⑶ホルター心電図検査：	柴㟢美佳（関西動物ハートセンター）	

藤原尚輝（フクダエム・イー工業株式会社）
　提供：フクダエム・イー工業株式会社




